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猓
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文
句
、
運
送
貴
文
句
、
陸
揚
荷
渡
文
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條
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れ
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し
て
法
律 

の
规
定
に
依
り
て
其
效
カ
を
め

#
る「

も
のV

異
9
、
 

運
送
の
實
情
、慣
行
、
約
款
に
ょ
り
て
安
配
せ
ら
る
る

こ

j 

S
頗
る
多
き
.が
故
、
運
送
契
約
及
び
船
荷
.證
券
の
效
カ 

を
說
明
す
る
に
當
り
て
も
楚
等
の
事
項
を
基
礎
^
す
る 

に
非
ざ
れ
ば
完
壁
を
期
し
雞
き
は
明
瞭
な
り
。
又
船
荷
，
 

說
券
の
文
句
に
は
外M

の
船
荷
説
终
の
文
句
?:
始
ん
r

:
:
;
第 f

l
i
:

1
姆
ニ 

：

:

無
意
_

的
に
，採
用
1

た
る
も
の
.ぁ
り

、
從
て
船
主
及
び 

.荷
送
人
共
に
其
法
推
上
の
效
カ
を
詳
R

せ
ざ
る
こ
ビ
往 

々
に
し
て
之
れ
有
1
6

.Y:

し
。
.：本
書
は
各
種
の
記
載
文
句 

に
付
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荷
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